




補修するのは，管きょの天井部分
と側壁を中心にした245度の範囲。

底の部分は常時水につかっているた

め，硫酸によって劣化していない。

はつり機の先端には，スパイキー

ハンマーと呼ぶ直径65mmのビット

が6本付いており，圧縮空気によっ

て上下動することによって劣化した
コンクリートを砕いていく。

打撃圧は1-7気圧の範囲で設定

できるが，今回の工事では約5気圧

に設定した。これ以上高くすると劣

化部分だけでなく，背後のコンクリ

ートにまでクラックが入ってしまう
からだ。1回に削る厚さは7mm。

「管きょ本体に影響を与えないと同

時に小刻みに削ることで施工精度を

上げた」（樋口所長）。前後の水平移

動を繰り返し，そのスピードを変え

1微生物の働きを止めて劣化を防止

I 下水道施設の コ ンクリ ー トが劣化する
＇のは，汚水に含まれる硫化水素を微生物

が硫酸にするからだ。防菌コンクリ ー ト
は，この微生物の働きを止めることによ
って硫酸による腐食を防ぐ。

， イオウ酸化細菌と呼ぶ特定の微生物だ
Iけに効果がある防菌剤をハザマが開発し

た。セメント重量の0.15%を加えるだけ
で効果を発揮するという。

防菌コンクリ ー トを吹き付ける技術は
93年に実用化した。 コ ンクリ ー トを吹
き付ける場合，厚さ1cm以上になると
流れ落ちてダレが発生する。そこで，ア
クリルの短繊維を加えることで，これを
防いでいる。今回補修した厚さは2cm
だったが，5cmまで施工できるという。
劣化の進み具合によって補修する厚みを
決める。

下水処理場の処理層や人孔などで実績
があるが，管きょでの利用は初めてだ。

「はつり機には改良すべき点もあるが，
短期間で確実に施工できることは確認で
きた」と前田主任研究員は語っている。

（コンクリード構造物）

-無添加 →ー 防菌剤添加
' ' '

2 4 6 
培養日数（日）

，
 

●スパイキ ー ハンマ ー付専用コンクリ ー トはつり機
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はつり機の先端にはスパイキ ー ハンマ ー

と呼ぶ直径65mmのビットが6本付いてい
る。圧縮空気で上下動する
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